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「憩いの家」を立ち上げました「憩いの家」を立ち上げました

～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～

　認知症や介護が必要な状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続けるための「地域の支え合いの体制
づくり」が始まっています。それは地域の団体やボランティア、住民も参加して高齢者を「地域全体で支
えていく」取り組みです。
　私たち老人クラブは、これまでも健康づくりや介護予防活動、高齢者を対象に声かけ、話し相手、サロ
ンといった友愛活動に取り組んできました。これらの活動経験を活かし、地域支え合いの担い手として参
画することが求められています。
　今こそ 老人クラブの出番です！地域の関係機関や団体と連携し、活動を進めていきましょう。

悪質業者の“あの手・この手”に乗らないで！！

福井県消費生活センター
福井県嶺南消費生活センター
消費者ホットライン

☎（０７７６）２２－１１０２
☎（０７７０）５２－７８３０
☎　１８８（イヤヤ）　

お近くの消費者相談窓口につながります。

　地区の観音堂内に、「自由で楽しい時間を過ごせる地域の集会
所」として昨年10月に立ち上げました。
　運営は毎月１回。ワナゲやカラオケ、童謡の合唱、ハーモニカ演奏、
手芸・絵画等の展示、おしゃべり会など、楽しい企画を計画中です。
　地域の皆さん、特に足腰の弱っている方には、外出の機会として
積極的に利用していただくよう呼びかけたいと思っています。

福井市　旭幸寿会

架空請求が再び増加の気配！　さらに二次被害も！？

　平成２７年度、消費生活センターに寄せられた相談件数３，３３８件の内、約４０％が６０歳以上の方からの
ご相談でした。皆で声をかけ合い、知識を増やし、「被害に合わない・合わせない地域」を作りましょう。

【相談事例１】
スマートフォンに見知らぬ業者から「有料サイトの
利用料が未納となっています。連絡がない場合は、
法的措置を取らせていただきます。」とメールがあっ
た。業者に電話したら強い口調で脅され、70 万
円を支払った。後日業者から再び電話があり、「他
にも登録している。あと 100 万円支払えばこれで
最後。」と請求を受けた。

平成２２年度に激減した架空請求が再び増加傾向にあります。
高齢者の方もスマートフォンなどを利用するようになり、心当たりのない料金請求がメールで届くというト
ラブルが多く発生しています。
さらに、「トラブルを解決してあげます」というサイトに連絡してしまい、さらに料金を請求されるといっ
た二次被害も出てきていますのでご注意ください。

●心当たりのない不審なメールは無視しましょう。送付者が明らかなもの以外は開封しない・相手に連絡を取
　らないことが大切です。
●まったく身に覚えのない請求にお金を支払う必要はありません。相手の脅しにひるまず無視してください。
　いったんお金を支払ってしまうと、取り戻すことは困難です。
●インターネット広告の「被害回復します」「無料相談受付します」につられて相談すると高額な費用を請求さ
　れることがあります。あわてないで、県や市町の消費生活センターに相談してください。

【相談事例２】
スマートフォンでアダルトサイトを見ていたら、突然
「登録完了。99,800円お支払いください。」と表示
が出た。「誤操作の方は連絡ください。」という連絡
先に電話したら、「登録が完了しているので、支払
わないと退会できない。」と言われた。
慌ててインターネットで「トラブル解決窓口」を検索
して見つけた業者に相談したところ、相談料として
5万円を支払うよう言われた。

注目情報

「おかしいな？」
「困ったな！」
　　と思ったら

期待されてます！老人クラブ

HP : http://fukui-rouren.jp題  字／吉川  壽一  書

2017  Vol.150
福井県老人クラブ連合会発　行

〒910-0026
福井市光陽2丁目3-22（福井県社会福祉センター内）
TEL.0776-24-4853 FAX.0776-24-4580
E-mail : fukuirr@yacht.ocn.ne.jp
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本
年
も

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
本
会
の
事
業
推
進
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
で
す
。
健
康
寿
命
を
の
ば
す
に
は
、

適
度
な
運
動
（
テ
ク
テ
ク
）、規
則
正
し
い
食
事
（
カ
ミ
カ
ミ
）、い
つ
も
笑
顔
（
ニ

コ
ニ
コ
）、
感
動
（
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
）
す
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
と
お
し
て
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
市
町
が
行
う
新
地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
）
に
お
い
て
、
生
活
支
援
の
担
い
手
と
し
て
各
種
団
体
と
共

に
参
画
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
県
で
は
、「
老
人
家
庭
相

談
員
」
を
設
置
し
て
の
見
守
り
活
動
や
友
愛
募
金
活
動
な
ど
、
全
国
に
先
駆
け

て
友
愛
活
動
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
土
台
と
し
て
も
う

一
歩
進
ん
だ
取
り
組
み
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
高
齢
消
費
者
被
害
、
高
齢
運
転
者
が
加
害
者

と
な
る
交
通
事
故
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
内
に
お

け
る
啓
発
、
情
報
提
供
、
見
守
り
、
研
修
な
ど
を
と
お
し
て
こ
れ
ら
の
被
害
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
が
担
う
役
割
へ
の
期

待
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
進
め
て
い
る
「
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
１
万
人
会

員
増
強
運
動
」
を
推
進
し
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
と
共
に
手
を
携
え
て
、
地

域
住
民
と
共
に
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
来
年
、
本
県
に
お
い
て
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
一
人
ひ
と
り
が
「
す
る
」、「
み
る
」、「
支
え
る
」
と
い
う
様
々
な
立
場
か

ら
参
画
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
も
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
の
皆
様
、

お
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
県
内
一
丸
と
な
っ
た
運
動
が

結
実
し
、
北
陸
新
幹
線
の
小
浜
京
都
ル
ー
ト
が

決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
中
部
縦
貫
自
動
車
道

は
こ
の
春
に
大
野
ま
で
つ
な
が
り
、
新
幹
線
敦

賀
開
業
と
同
じ
六
年
後
の
全
線
開
通
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
県
土
が
一
体
と
な

り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
さ
ら
に
豊
か
に
す
る
高
速
交
通
の
新
し
い
時
代
が
は
っ

き
り
と
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
・
体
力
に
加
え
、
県
民
の
幸
福
に
つ
い
て
も
「
日

本
一
」
の
評
価
を
確
立
し
ま
し
た
。
子
育
て
や
福
祉
、
働
き
や
す
さ
な
ど
、
こ

れ
ま
で
高
め
て
き
た
福
井
の
「
ふ
る
さ
と
力
」
を
基
盤
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、

文
化
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
こ
の
新
し
い
年
、
優
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
次
な
る
飛
躍
に
向
け
、
県
政
を

大
き
く
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
本
年
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
『
福
井
ふ
る
さ
と
元
気
宣
言
』
の
折
り
返
し
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
都
市
の
再
開
発
や
滞
在
型
の
観
光
地
づ
く
り
、
来
年
に
迫
っ
た
福
井
国
体
・

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
準
備
と
競
技
力
向
上
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
、
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
か
し
た
産
業
・
農

林
水
産
業
の
競
争
力
強
化
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
す
教
育
、
結
婚
・
子

育
て
の
応
援
や
若
者
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
な
ど
、
重
要
政
策
の
実
行
を
加
速
し
、

県
民
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
て
る
福
井
を
つ
く
り
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
社
会
参
加
や
健
康
づ
く

り
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
地
域
や
社
会
で
ま
す
ま
す

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
年
頭
に
当
た
り
、
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
健
康
長
寿
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
富
山
県
富
山
市
に
て
開
催
〜

　
第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
11
月
９
日
・
10
日
富
山

県
富
山
市
に
お
い
て
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
１
，３
０
０
名
の

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
38
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
一
日
目
は

　
　
第
１
部
会
　
地
域
に
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動

　
　
　
　
　
　
　
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

　
　
第
２
部
会
　
未
設
置
地
区
に
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
！

　
　
第
３
部
会
　
演
じ
る
活
動

の
三
つ
の
活
動
交
流
部
会
に
分
か
れ
、
第
１
・
２
部
会
で
は
事

例
発
表
を
中
心
に
活
発
な
情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
藤
本
澄
子
県
老
連
理
事
が
第
２
部
会
の
座
長
を
務
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
第
３
部
会
「
演
じ
る
活
動
」
で
は
、
５
団
体

に
よ
り
伝
統
芸
能
や
創
作
ダ

ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
行
わ
れ
、
併
せ
て
活
動
状

況
な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
富
山
市
長
の

森
雅
志
氏
の
「
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
指
し
て
」
と
題
し

た
講
演
に
始
ま
り
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
地
元
高
校

生
に
よ
る
「
越
中
五
箇
山
民

謡
」
が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、

式
典
で
は
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
表
彰
、
大
会

宣
言
の
採
択
が
行
わ
れ
、
最
後
に
「
青
い
山
脈
」
を
全
員
で
歌

い
閉
幕
し
ま
し
た
。

第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

（
助
言
者
：
中
京
大
学
教
授
　
野
口
典
子
氏
）

第
２
部
会
「
未
設
置
地
区
に
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
！
　
〜
地
域
と
連
携
し
た
会
員
増
強
運
動
の
展
開
〜
」
よ
り

全国老人クラブ連合会
会長表彰受章者

◇育成功労表彰
藤井　溢美（前県老連副会長）
小林　　豊（前県老連評議員）

◇優良老人クラブ表彰
伊井第１老人クラブ（あわら市）

◇優良老人クラブ連合会表彰
口名田高齢者クラブ連合会（小浜市）

（敬称略）

　
こ
の
部
会
で
は
、
未
設
置
地
区
へ
の
ク
ラ
ブ
の
新
設
、
解
散
ク
ラ
ブ
の
復
活
等
に
よ
り
会
員
増
強
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
３
つ
の
連
合
会
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
市
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
会
員

増
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
新
規
ク
ラ
ブ
結
成
で
会
員
数
大
幅
増
を
目
指
し
て
　
〜
Ｐ
Ｒ
と
サ
ロ
ン
活
動
を
通
し
て
〜
」
　栃
木
県
小
山
市
老
連

　※

老
人
ク
ラ
ブ
と
市
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取
り
組
み

　
◆
市
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
「
友
愛
サ
ロ
ン
事
業
」「
シ
ニ
ア
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
」
を
実
施

　
　

☛

老
人
ク
ラ
ブ
が
高
齢
者
の
集
い
の
場
、
体
力
増
進
の
場
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
高
齢
者
同
士
の
絆
を
深
め
、
生
き

　
　
　
が
い
づ
く
り
や
介
護
予
防
へ
つ
な
げ
る
。
さ
ら
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
の
担
い
手
と
し

　
　
　
て
活
躍
で
き
る
。

　
◆
「
新
規
結
成
奨
励
金
」「
若
手
会
員
加
入
奨
励
金
」「
会
員
５
名
以
上
増
達
成
奨
励
金
」
を
交
付

　
◆
８
月
に
加
入
促
進
強
化
月
間
を
設
け
、「
老
人
ク
ラ
ブ
結
成
の
お
願
い
」
を
市
長
と
連
合
会
長
と
の
連
名
で
自
治
会
長

　
　
宛
に
通
知
（
連
名
に
つ
い
て
は
市
長
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
に
申
し
出
が
あ
っ
た
）

　
◆
市
広
報
誌
に
活
動
内
容
の
紹
介
等
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
記
事
を
掲
載

　
部
会
の
最
後
に
、
助
言
者
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
は
『
地
域
の
見
守
り
隊
（
地
域
を
守
る
）
』
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

若
い
人
々
と
い
か
に
協
力
し
て
合
意
し
て
や
っ
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
活
動
の
メ
ニ
ュ
ー
は
固

定
し
な
い
で
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
も
の
を
考
え
、
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
　
等
」
と
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。
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（
福
井
市
）

（
敦
賀
市
）

（
小
浜
市
）

（
大
野
市
）

（
越
前
市
）

（
坂
井
市
）

（
越
前
町
）

（
鯖
江
市
）

（
県
社
協
専
務
理
事
）

（
県
老
連
事
務
局
長
）

（
福
井
市
）

（
鯖
江
市
）

（
美
浜
町
）

（
福
井
市
）

（
敦
賀
市
）

（
勝
山
市
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（
あ
わ
ら
市
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（
南
越
前
町
）

（
池
田
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（
若
狭
町
）

（
福
井
市
）

（
県
長
寿
福
祉
課
長
）

本
年
も

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
本
会
の
事
業
推
進
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
で
す
。
健
康
寿
命
を
の
ば
す
に
は
、

適
度
な
運
動
（
テ
ク
テ
ク
）、規
則
正
し
い
食
事
（
カ
ミ
カ
ミ
）、い
つ
も
笑
顔
（
ニ

コ
ニ
コ
）、
感
動
（
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
）
す
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
と
お
し
て
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
市
町
が
行
う
新
地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
）
に
お
い
て
、
生
活
支
援
の
担
い
手
と
し
て
各
種
団
体
と
共

に
参
画
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
県
で
は
、「
老
人
家
庭
相

談
員
」
を
設
置
し
て
の
見
守
り
活
動
や
友
愛
募
金
活
動
な
ど
、
全
国
に
先
駆
け

て
友
愛
活
動
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
土
台
と
し
て
も
う

一
歩
進
ん
だ
取
り
組
み
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
高
齢
消
費
者
被
害
、
高
齢
運
転
者
が
加
害
者

と
な
る
交
通
事
故
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
内
に
お

け
る
啓
発
、
情
報
提
供
、
見
守
り
、
研
修
な
ど
を
と
お
し
て
こ
れ
ら
の
被
害
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
が
担
う
役
割
へ
の
期

待
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
進
め
て
い
る
「
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
１
万
人
会

員
増
強
運
動
」
を
推
進
し
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
と
共
に
手
を
携
え
て
、
地

域
住
民
と
共
に
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
来
年
、
本
県
に
お
い
て
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
一
人
ひ
と
り
が
「
す
る
」、「
み
る
」、「
支
え
る
」
と
い
う
様
々
な
立
場
か

ら
参
画
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
も
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
の
皆
様
、

お
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
県
内
一
丸
と
な
っ
た
運
動
が

結
実
し
、
北
陸
新
幹
線
の
小
浜
京
都
ル
ー
ト
が

決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
中
部
縦
貫
自
動
車
道

は
こ
の
春
に
大
野
ま
で
つ
な
が
り
、
新
幹
線
敦

賀
開
業
と
同
じ
六
年
後
の
全
線
開
通
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
県
土
が
一
体
と
な

り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
さ
ら
に
豊
か
に
す
る
高
速
交
通
の
新
し
い
時
代
が
は
っ

き
り
と
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
・
体
力
に
加
え
、
県
民
の
幸
福
に
つ
い
て
も
「
日

本
一
」
の
評
価
を
確
立
し
ま
し
た
。
子
育
て
や
福
祉
、
働
き
や
す
さ
な
ど
、
こ

れ
ま
で
高
め
て
き
た
福
井
の
「
ふ
る
さ
と
力
」
を
基
盤
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、

文
化
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
こ
の
新
し
い
年
、
優
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
次
な
る
飛
躍
に
向
け
、
県
政
を

大
き
く
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
本
年
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
『
福
井
ふ
る
さ
と
元
気
宣
言
』
の
折
り
返
し
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
都
市
の
再
開
発
や
滞
在
型
の
観
光
地
づ
く
り
、
来
年
に
迫
っ
た
福
井
国
体
・

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
準
備
と
競
技
力
向
上
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
、
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
か
し
た
産
業
・
農

林
水
産
業
の
競
争
力
強
化
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
す
教
育
、
結
婚
・
子

育
て
の
応
援
や
若
者
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
な
ど
、
重
要
政
策
の
実
行
を
加
速
し
、

県
民
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
て
る
福
井
を
つ
く
り
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
社
会
参
加
や
健
康
づ
く

り
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
地
域
や
社
会
で
ま
す
ま
す

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
年
頭
に
当
た
り
、
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
健
康
長
寿
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
富
山
県
富
山
市
に
て
開
催
〜

　
第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
11
月
９
日
・
10
日
富
山

県
富
山
市
に
お
い
て
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
１
，３
０
０
名
の

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
38
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
一
日
目
は

　
　
第
１
部
会
　
地
域
に
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動

　
　
　
　
　
　
　
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

　
　
第
２
部
会
　
未
設
置
地
区
に
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
！

　
　
第
３
部
会
　
演
じ
る
活
動

の
三
つ
の
活
動
交
流
部
会
に
分
か
れ
、
第
１
・
２
部
会
で
は
事

例
発
表
を
中
心
に
活
発
な
情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
藤
本
澄
子
県
老
連
理
事
が
第
２
部
会
の
座
長
を
務
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
第
３
部
会
「
演
じ
る
活
動
」
で
は
、
５
団
体

に
よ
り
伝
統
芸
能
や
創
作
ダ

ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
行
わ
れ
、
併
せ
て
活
動
状

況
な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
富
山
市
長
の

森
雅
志
氏
の
「
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
指
し
て
」
と
題
し

た
講
演
に
始
ま
り
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
地
元
高
校

生
に
よ
る
「
越
中
五
箇
山
民

謡
」
が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、

式
典
で
は
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
表
彰
、
大
会

宣
言
の
採
択
が
行
わ
れ
、
最
後
に
「
青
い
山
脈
」
を
全
員
で
歌

い
閉
幕
し
ま
し
た
。

第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

（
助
言
者
：
中
京
大
学
教
授
　
野
口
典
子
氏
）

第
２
部
会
「
未
設
置
地
区
に
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
！
　
〜
地
域
と
連
携
し
た
会
員
増
強
運
動
の
展
開
〜
」
よ
り

全国老人クラブ連合会
会長表彰受章者

◇育成功労表彰
藤井　溢美（前県老連副会長）
小林　　豊（前県老連評議員）

◇優良老人クラブ表彰
伊井第１老人クラブ（あわら市）

◇優良老人クラブ連合会表彰
口名田高齢者クラブ連合会（小浜市）

（敬称略）

　
こ
の
部
会
で
は
、
未
設
置
地
区
へ
の
ク
ラ
ブ
の
新
設
、
解
散
ク
ラ
ブ
の
復
活
等
に
よ
り
会
員
増
強
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
３
つ
の
連
合
会
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
市
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
会
員

増
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
新
規
ク
ラ
ブ
結
成
で
会
員
数
大
幅
増
を
目
指
し
て
　
〜
Ｐ
Ｒ
と
サ
ロ
ン
活
動
を
通
し
て
〜
」
　栃
木
県
小
山
市
老
連

　※

老
人
ク
ラ
ブ
と
市
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取
り
組
み

　
◆
市
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
「
友
愛
サ
ロ
ン
事
業
」「
シ
ニ
ア
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
」
を
実
施

　
　

☛

老
人
ク
ラ
ブ
が
高
齢
者
の
集
い
の
場
、
体
力
増
進
の
場
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
高
齢
者
同
士
の
絆
を
深
め
、
生
き

　
　
　
が
い
づ
く
り
や
介
護
予
防
へ
つ
な
げ
る
。
さ
ら
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
の
担
い
手
と
し

　
　
　
て
活
躍
で
き
る
。

　
◆
「
新
規
結
成
奨
励
金
」「
若
手
会
員
加
入
奨
励
金
」「
会
員
５
名
以
上
増
達
成
奨
励
金
」
を
交
付

　
◆
８
月
に
加
入
促
進
強
化
月
間
を
設
け
、「
老
人
ク
ラ
ブ
結
成
の
お
願
い
」
を
市
長
と
連
合
会
長
と
の
連
名
で
自
治
会
長

　
　
宛
に
通
知
（
連
名
に
つ
い
て
は
市
長
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
に
申
し
出
が
あ
っ
た
）

　
◆
市
広
報
誌
に
活
動
内
容
の
紹
介
等
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
記
事
を
掲
載

　
部
会
の
最
後
に
、
助
言
者
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
は
『
地
域
の
見
守
り
隊
（
地
域
を
守
る
）
』
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

若
い
人
々
と
い
か
に
協
力
し
て
合
意
し
て
や
っ
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
活
動
の
メ
ニ
ュ
ー
は
固

定
し
な
い
で
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
も
の
を
考
え
、
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
　
等
」
と
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。
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子

　
第
43
回
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
10
月
19
日

越
前
町
の
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
に
お
い
て
、

県
下
17
市
町
連
合
会
の
代
表
約
７
０
０
名
の
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
式
典
は
、
池
上
栄
一
郎
越
前
町
老
連
会
長

の
歓
迎
の
こ
と
ば
に
始
ま
り
、
堀
内
英
治
県
老
連
会

長
が
「
要
介
護
者
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
中
、
高
齢
者
が
元
気
で
活
躍
す
る
姿
を
見
せ
る

第
43
回
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
開
催

大　会　宣　言
　老人クラブは仲間づくりを基本に、生きがいづくり、健
康づくり、地域づくりをめざして幅広い活動に取り組んで
きました。
　高齢者が増え続けるわが国は、要介護者の増加や
高齢者の孤立、消費者被害などの課題に直面するな
かで、いま各市町では、新地域支援事業（介護予防・
日常生活総合支援事業）に取り組み、地域で高齢者
を支える体制の整備が急がれています。
　私たち老人クラブは、これまでの活動経験をもとに、
高齢者の暮らしを支えるため、行政や自治会、社会福
祉協議会などの関係団体と共に、あたたかな地域づくり
活動への参画をめざしています。
　また、仲間の輪を広げる会員増強運動は、５年計画
の中間年を迎え、これまでの声かけや体験型の勧誘に
加え、自治会と連携した取り組みを行うなど、運動の強
化を図る必要があります。
　平成３０年には、本県において「福井しあわせ元気
国体」が開催されます。スポーツの感動を広め、未来
へつながる国体を実現するために、県民が一体となった
気運の醸成が求められています。
　「人と技　海土里（みどり）織りなす　快適なまち」、
ここ越前町に集う老人クラブ代表者は、「のばそう！健康
寿命、担おう！地域づくりを」のメインテーマのもと、次の
事項の実践を誓い、ここに宣言します。

一、福井県老人クラブ「１万人会員増強運動」の
　　推進
一、高齢者の暮らしを支える「新地域支援活動」　
　　への参画
一、健康寿命をのばす「健康づくり・介護予防活動」
　　の充実
一、消費者被害防止に向けた活動の実践
一、高齢者の尊厳が守られる社会保障制度の確立
一、国体に向けた「宣言」の実践
　　　（平成 27 年 6月16日　会長会議において採択）

平成２８年１０月１９日　
第 43回　福井県老人クラブ大会　　

○巨大地震は 13年に 1回のペースで起きている。
　「いつか起きるかもしれない」ではなく、「必ず起きる」
ことを前提に備えをしておくことが大事。

○自分がケガをすると助けるために人手が必要になる。自
身がケガをしないこと、元気でいることが一番の防災に
なる。

○災害時は地域に根ざした元気な高齢者がキーパーソンに
成り得る。

○若い世代に災害の歴史や経験
を伝えることも高齢者の役割
のひとつである。

◆生命を維持するために１日
に必要な水の量は？
　　☛　２ℓ
◆スーパーで買い物中に地震が発生したら？
　　☛少しでも広い安全なスペースに移動する
　　　この時、「買い物カゴ」が防災ずきんの代わりになる
◆エレベーター乗車中に地震が発生したら？
　　☛全ての行き先階のボタンを押し、最初に停止した階
　　で降りる。

　　　地震や火災が発生したらエレベーターは使用せず、　
　　必ず階段で避難する
◆日頃から「笛」を持ち歩く
　　☛助けを呼ぶときに役に立つ、また、常に身につける
　　ことで防災の意識づけにもなる

克災のための　老若男女ぞれぞれの役割
辻子裕二氏講演より

＜防災一口メモ＞

平
成
28
年
度
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
　
知
事
感
謝
状
被
贈
呈
者

平
成
28
年
度
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
表
彰

平
成
28
年
度
　
活
動
賞

◆
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者
表
彰

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
敦
賀
市
）

（
敦
賀
市
）

（
敦
賀
市
）

（
小
浜
市
）

（
小
浜
市
）

（
大
野
市
）

（
大
野
市
）

（
勝
山
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

野
　
村
　
昭
　
一

山
　
口
　
　
　
茂

夛
　
田
　
秀
　
信

柳
　
澤
　
数
　
一

藤
　
田
　
寿
々
子

内
　
田
　
富
美
子

宮
　
崎
　
圭
　
子

藤
　
村
　
信
　
夫

眞
　
杉
　
　
　
繁

柴
　
田
　
文
　
二

山
　
口
　
喜
三
郎

溝
　
口
　
阿
希
夫

島
　
田
　
一
　
成

石
　
田
　
欽
　
一

福
　
田
　
　
　
稔

三
　
上
　
利
　
明

前
　
田
　
年
　
光

（
敦
賀
市
）

（
小
浜
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
坂
井
市
）

（
越
前
町
）

（
お
お
い
町
）

西
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

中
名
田
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

舟
津
寿
会

高
椋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

西
田
中
福
寿
会

自
睦
会

◆
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

（
敦
賀
市
）

（
永
平
寺
町
）

東
郷
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

永
平
寺
町
健
康
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰（

福
井
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
越
前
市
）

（
若
狭
町
）

清
水
地
区
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

坪
江
第
７
老
人
ク
ラ
ブ

服
間
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
鳥
羽
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
増
強
運
動
表
彰

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
小
浜
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
越
前
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
永
平
寺
町
）

（
越
前
町
）

（
美
浜
町
）

（
高
浜
町
）

（
若
狭
町
）

足
羽
友
愛
の
会

竹
生
・
清
水
・
和
田
寿
ク
ラ
ブ

江
尻
ヶ
丘
町
友
愉
ク
ラ
ブ

高
塚
高
齢
者
ク
ラ
ブ

屋
形
町
寿
ク
ラ
ブ

新
横
江
高
年
会

老
寿
会

磯
部
町
老
人
ク
ラ
ブ

北
潟
東
第
２
福
寿
会

白
山
第
１
ク
ラ
ブ

竹
田
上
老
人
ク
ラ
ブ

米
ヶ
脇
友
和
会

西
部
第
１
ク
ラ
ブ

和
老
第
八
老
人
ク
ラ
ブ

芝
原
元
気
ク
ラ
ブ

大
樟
ク
ラ
ブ

興
道
寺
老
人
ク
ラ
ブ

青
郷
第
３
ク
ラ
ブ

山
内
老
人
ク
ラ
ブ

◆
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　
　（
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
）

（
鯖
江
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
永
平
寺
町
）

（
池
田
町
）

（
南
越
前
町
）

（
越
前
町
）

（
越
前
町
）

（
美
浜
町
）

（
お
お
い
町
）

福
　
嶋
　
賢
　
二

丸
　
子
　
須
美
子

飴
　
田
　
雅
　
一

山
　
本
　
　
　
昭

武
　
安
　
正
　
行

松
　
村
　
初
　
美

嶋
　
田
　
　
　
亨

今
　
田
　
一
　
榮

五
十
嵐
　
二
三
男

廣
　
野
　
由
利
雄

福
　
田
　
　
　
務

宇
　
原
　
　
　
好

南
　
　
　
　
　
保

遠
　
矢
　
東
　
洲

後
　
藤
　
貞
　
子

原
　
　
　
智
津
榮

横
　
井
　
瑞
　
生

（
鯖
江
市
）

（
坂
井
市
）

新
横
江
高
年
会

米
ヶ
脇
友
和
会

こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
そ
れ
は
老
人
ク

ラ
ブ
の
役
割
で
も
あ

る
。
ま
た
、
老
人
ク

ラ
ブ
は
見
守
り
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
皆

で
安
心
安
全
な
地
域

を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

続
い
て
西
川
知
事
よ

り
14
名
の
方
に
県
老

人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労

者
知
事
感
謝
状
、
堀
内
会
長
よ
り
育
成
指
導
功
労
者

34
名
と
優
良
ク
ラ
ブ
６
団
体
に
県
老
連
会
長
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
賞
６
団
体
と
会
員
増

強
運
動
表
彰
と
し
て
会
員
数
10
名
以
上
純
増
の
ク
ラ

ブ
19
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
福
井
高
専
環
境
都
市
工
学
科
教
授

の
辻
子
裕
二
氏
が
「
克
災
の
た
め
の
老
若
男
女
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
」
と
題
し
て
講
演
、
ク
イ
ズ
形
式
も
取

り
入
れ
た
講
演
で
防
災
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し

た
。
こ
の
後
、
地
元
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
園
児

達
に
よ
る
可
愛
ら
し
く
も
凛
々
し
い
和
太
鼓
や
地
元

老
連
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
地
域
づ
く
り
へ

の
参
画
や
２
０
１
８
年
の
福
井
国
体
に
向
け
た
宣
言

を
含
む
６
項
目
の
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
来
年
度

開
催
の
勝
山
市
で
の
再
会
を
期
し
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
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一、消費者被害防止に向けた活動の実践
一、高齢者の尊厳が守られる社会保障制度の確立
一、国体に向けた「宣言」の実践
　　　（平成 27 年 6月16日　会長会議において採択）

平成２８年１０月１９日　
第 43回　福井県老人クラブ大会　　

○巨大地震は 13年に 1回のペースで起きている。
　「いつか起きるかもしれない」ではなく、「必ず起きる」
ことを前提に備えをしておくことが大事。
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なる。

○災害時は地域に根ざした元気な高齢者がキーパーソンに
成り得る。
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を伝えることも高齢者の役割
のひとつである。

◆生命を維持するために１日
に必要な水の量は？
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　　　地震や火災が発生したらエレベーターは使用せず、　
　　必ず階段で避難する
◆日頃から「笛」を持ち歩く
　　☛助けを呼ぶときに役に立つ、また、常に身につける
　　ことで防災の意識づけにもなる

克災のための　老若男女ぞれぞれの役割
辻子裕二氏講演より

＜防災一口メモ＞

平
成
28
年
度
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
　
知
事
感
謝
状
被
贈
呈
者

平
成
28
年
度
　
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
表
彰

平
成
28
年
度
　
活
動
賞

◆
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者
表
彰

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
敦
賀
市
）

（
敦
賀
市
）

（
敦
賀
市
）

（
小
浜
市
）

（
小
浜
市
）

（
大
野
市
）

（
大
野
市
）

（
勝
山
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

野
　
村
　
昭
　
一

山
　
口
　
　
　
茂

夛
　
田
　
秀
　
信

柳
　
澤
　
数
　
一

藤
　
田
　
寿
々
子

内
　
田
　
富
美
子

宮
　
崎
　
圭
　
子

藤
　
村
　
信
　
夫

眞
　
杉
　
　
　
繁

柴
　
田
　
文
　
二

山
　
口
　
喜
三
郎

溝
　
口
　
阿
希
夫

島
　
田
　
一
　
成

石
　
田
　
欽
　
一

福
　
田
　
　
　
稔

三
　
上
　
利
　
明

前
　
田
　
年
　
光

（
敦
賀
市
）

（
小
浜
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
坂
井
市
）

（
越
前
町
）

（
お
お
い
町
）

西
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

中
名
田
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

舟
津
寿
会

高
椋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

西
田
中
福
寿
会

自
睦
会

◆
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

（
敦
賀
市
）

（
永
平
寺
町
）

東
郷
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

永
平
寺
町
健
康
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰（

福
井
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
越
前
市
）

（
若
狭
町
）

清
水
地
区
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

坪
江
第
７
老
人
ク
ラ
ブ

服
間
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
鳥
羽
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
増
強
運
動
表
彰

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
福
井
市
）

（
小
浜
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

（
鯖
江
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
越
前
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
永
平
寺
町
）

（
越
前
町
）

（
美
浜
町
）

（
高
浜
町
）

（
若
狭
町
）

足
羽
友
愛
の
会

竹
生
・
清
水
・
和
田
寿
ク
ラ
ブ

江
尻
ヶ
丘
町
友
愉
ク
ラ
ブ

高
塚
高
齢
者
ク
ラ
ブ

屋
形
町
寿
ク
ラ
ブ

新
横
江
高
年
会

老
寿
会

磯
部
町
老
人
ク
ラ
ブ

北
潟
東
第
２
福
寿
会

白
山
第
１
ク
ラ
ブ

竹
田
上
老
人
ク
ラ
ブ

米
ヶ
脇
友
和
会

西
部
第
１
ク
ラ
ブ

和
老
第
八
老
人
ク
ラ
ブ

芝
原
元
気
ク
ラ
ブ

大
樟
ク
ラ
ブ

興
道
寺
老
人
ク
ラ
ブ

青
郷
第
３
ク
ラ
ブ

山
内
老
人
ク
ラ
ブ

◆
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　
　（
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
）

（
鯖
江
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
あ
わ
ら
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
越
前
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
坂
井
市
）

（
永
平
寺
町
）

（
池
田
町
）

（
南
越
前
町
）

（
越
前
町
）

（
越
前
町
）

（
美
浜
町
）

（
お
お
い
町
）

福
　
嶋
　
賢
　
二

丸
　
子
　
須
美
子

飴
　
田
　
雅
　
一

山
　
本
　
　
　
昭

武
　
安
　
正
　
行

松
　
村
　
初
　
美

嶋
　
田
　
　
　
亨

今
　
田
　
一
　
榮

五
十
嵐
　
二
三
男

廣
　
野
　
由
利
雄

福
　
田
　
　
　
務

宇
　
原
　
　
　
好

南
　
　
　
　
　
保

遠
　
矢
　
東
　
洲

後
　
藤
　
貞
　
子

原
　
　
　
智
津
榮

横
　
井
　
瑞
　
生

（
鯖
江
市
）

（
坂
井
市
）

新
横
江
高
年
会

米
ヶ
脇
友
和
会

こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
そ
れ
は
老
人
ク

ラ
ブ
の
役
割
で
も
あ

る
。
ま
た
、
老
人
ク

ラ
ブ
は
見
守
り
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
皆

で
安
心
安
全
な
地
域

を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

続
い
て
西
川
知
事
よ

り
14
名
の
方
に
県
老

人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労

者
知
事
感
謝
状
、
堀
内
会
長
よ
り
育
成
指
導
功
労
者

34
名
と
優
良
ク
ラ
ブ
６
団
体
に
県
老
連
会
長
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
賞
６
団
体
と
会
員
増

強
運
動
表
彰
と
し
て
会
員
数
10
名
以
上
純
増
の
ク
ラ

ブ
19
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
福
井
高
専
環
境
都
市
工
学
科
教
授

の
辻
子
裕
二
氏
が
「
克
災
の
た
め
の
老
若
男
女
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
」
と
題
し
て
講
演
、
ク
イ
ズ
形
式
も
取

り
入
れ
た
講
演
で
防
災
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し

た
。
こ
の
後
、
地
元
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
園
児

達
に
よ
る
可
愛
ら
し
く
も
凛
々
し
い
和
太
鼓
や
地
元

老
連
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
地
域
づ
く
り
へ

の
参
画
や
２
０
１
８
年
の
福
井
国
体
に
向
け
た
宣
言

を
含
む
６
項
目
の
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
来
年
度

開
催
の
勝
山
市
で
の
再
会
を
期
し
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

5



福井県老連 第150号
平成29年1月

仲間を増やそう！
　「ふくい健康長寿祭２０１６」が９月２４日小浜市・若狭町を会場に開催され、生きがい関連イベント
として「趣味の作品展」を本会主管により開催しました。
　会場となった小浜市中央公民館のホールには、県内の老連より出展された５３点の力作が並びました。
出展者の年齢層も６０歳代から９０歳代と幅広く、会場を訪れた皆さんも、年齢を感じさせない繊細かつ
力強い作品に驚きの声を上げていました。来年度も、皆様の日頃手がけた力作をお待ちしています。
　なお、今年度は審査員により大会長賞1名を、来場者の投票により県老連会長賞５名を決定いたしました。

お　知　ら　せ

～会員増強運動の取り組み～

※9月29日に予定されていた「第17回福井県知事杯高齢者グラウンド・ゴルフ大会」は、
　前日からの雨で中止になりました。

ふくい健康長寿祭2016「趣味の作品展」開催

第１位
第２位
第３位
第４位
第５位

写真「勢浜夕景」
工芸「創作人形」
額「文化刺繍」
絵画「寒修行」
パッチワーク「小鳥のさえずり」

　県老連では、５年間で１万人の会員増を目標に、平成26年度より「１万人会員増強運動」に
取り組んでいます。各地の取り組みや成功事例をいくつか紹介します。

春江さわやかクラブ連合会（坂井市）

「新設クラブとして再加入」

　会長はじめ役員が、地区内で開催されるスポーツ競技大会や高齢者が集まるカラオケ
喫茶に出向き、老人クラブのスポーツ大会やカラオケサークル等の活動内容や魅力を
PRし勧誘を行った。その他、趣味を通じての勧誘、口コミによる PRを行った。

新横江高年会（鯖江市） ［27 年度 11 名純増］

　単位クラブを７班に分け、県老連が設定した「老人クラブ加入促進月間（２～３月）」
の期間中、募集日を各班１週間設定し、特に加入する可能性の高い対象者５～６名を選
定し、班長がチラシを持参して重点的に勧誘活動を行った。
　また、会の行事や活動の充実を図り、老人クラブを認識してもらうために、区民への
PRも積極的に行った。

米ヶ脇友和会（坂井市） ［27 年度 14 名純増］

（小浜市遠敷）内 藤  正 彦

（小浜市遠敷）

（小浜市松永）

（小浜市宮川）

（小浜市内外海）

（南越前町南条）

山 口  貞 夫
平 田  寿 枝
松 尾  茂 嘉
泉 本      貞
楳谷 紀久枝

彫刻「フクロウ」

※転載・引用：日本損害保険協会より

高齢ドライバーによる交通事故が多発しています！

高齢ドライバーの交通事故のうち、34.8％は安全不確認が原因です
こんな事故に注意が必要です

※油断は禁物、しっかり前を見て的確な運転操作に努め、体調の悪いときは運転を控えましょう！

●見通しが悪ければ、徐行。一時停止の交差点では、しっかり停止！
●右折は急がず慎重に！
●左折は後方の確認も大切！

●経　緯
　元々３つの集落で１つの単位クラブを形成していたが、そのうちの１つの集落がさら
に２分化し、その２分化したうちの１つが連合会を脱会して新たに独立したクラブ（A
クラブ）を立ち上げ活動していた。
　３年間にわたりAクラブに交渉し続けた結果、28年度新設クラブ（会員数64名）と
して連合会に再加入することとなった。

　　（ポイント）
　　☛交渉については、クラブ内に人脈をつくり、コンタクトを頻繁にとって話し合いの
　　　機会を重ねた。
　　☛Aクラブには若手会員が多く、地区（校区）老連とは年齢層や活動メニューも異
　　　なる部分があった。そのため、活動はAクラブ独自の活動を中心としているが、
　　　地域の組織との連携も保ちつつ活動している。

●連合会加入のメリット
　　・市の委託事業等助成金が受けられ、今までできなかった部門の活動が出来るように
　　　なった。
　　・スポーツ大会等に参加することで、他地区との交流が図られる。
　　・情報が得られる。

　　　※その他、春江さわやかクラブ連合会では、平日参加できない若手高齢者が参加しやすいよ
　　　　うに、一部の事業を休日に行うなどして若手会員の加入につなげるようにしている。

【福井県老人クラブ連合会長賞】

【ふくい健康長寿祭大会長賞】
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福井県老連 第150号
平成29年1月

　県老連会長杯公式ワナゲ交流大会が、11月 18日福井市の健康の森けんこうスポーツセンターにおいて開
催され、17 市町から選抜された 302 名の選手が集まり熱戦が繰り広げられました。
　競技は、午前に個人戦、午後には各市町老連選抜 10 名による団体戦と団体戦に出場しない選手による交
流戦を行い、競技方法はいずれも単独投輪方式 3ゲームの合計点で順位を決定しました。
　選手の皆さんは、会場に到着するや否や勇んで練習を開始。試合中は応援団が
見守る中、真剣な眼差しで一投を投じていました。
パーフェクト達成者は15名。会場のあちらこちら
で拍手と歓声が沸き、緊張感漂う中にも和気藹々
としたムードで大会はおおいに盛り上がりまし
た。
　今回初参加にしてパーフェクトを達成した公式
ワナゲ初心者の方もおり、競技志向の方も初心者
の方も多くの方が楽しめる大会となりました。
　結果は次のとおりです。

　昭和48年から始められた友愛募金運動も昨今の厳しい経
済状況の中でありながら、会員皆様の温かい心と、会長様
他関係の皆様のご理解、ご協力をいただき、平成28年度も
9,721,613 円と多くの浄財が寄せられました。
厚くお礼申し上げます。
　お寄せいただきましたこの募金は、委員会にお諮りし、
536 名の在宅療養している老友および、その介護にあたる
ご家族へのお見舞い品や火災などの災害見舞金のほか、地
元市町老連が行う友愛活動事業費にあてさせていただいて
おります。
　なお、閉じこもり防止や仲間づくりを目的とした老連独
自のふれあいサロン活動の充実に、今年度も 10％の還元
を地元市町老連に実施しましたので、積極的な取り組みを
よろしくお願い致します。

　４月に発生しました熊本地震について、多くの救援拠金をお寄せ頂きありがとうございました。
　前回、締め切らせて頂いた後にも、追加の拠金を頂きましたので下記のとおりご報告致します。

友愛募金にご協力ありがとうございました

「熊本地震災害」救援拠金へのご協力ありがとうございました

～輪で　話と　和を～
県老連会長杯公式ワナゲ交流大会開催

【団体戦】
　　優　勝　　越 前 町
　　準優勝　　大 野 市
　　第３位　　あわら市

【交流戦】（1位）
　　60～69歳　男子　1位　薮 田 球次郎　　女子　1位　近 藤 すみれ
　　70～74歳　男子　1位　朝日向 三 郎　　女子　1位　長 田　清 子
　　75～79歳　男子　1位　五十嵐 俊 男　　女子　1位　吉 村　あ き
　　80～84歳　男子　1位　近 藤　弥 作　　女子　1位　石 塚　幸 枝
　　85歳以上　男子　1位　高 尾　茂 市　　女子　1位　東 　　淑 子

【個人戦】
　　優　勝　　青 山　高 四（越 前 町）　　　　　690点
　　準優勝　　橋 本　和 敏（大 野 市）　　　　　690点
　　第３位　　赤 田　　 洋（南越前町）　　　　　660点
　　※同点の場合は、年齢の高い方を上位とする　

「公式ワナゲ」･･･
　133gのリングを2ｍ離れた位置から投げる公式ワナゲには、①バランス
感覚　②調整力　③筋力を養う　といった運動効果があり、「考えて投
げる」ゲームは頭の柔軟な働きを育てます。
　また、年齢に関係なく、冬場もできるニュースポーツです。皆さんも始
めてみませんか？

　越前市の増田喜代治さん。
御年 91 歳。今大会の最高齢
プレーヤーです。
　ワナゲを始めて３年目。
大会へは２回目の出場とな
ります。
　元気の秘訣は「早寝早起
き、三食しっかり食べる、
畑や山仕事」で、体重は若
い頃から変わっていないとのことです。山では
チェーンソーも扱い、ドライブや SM ボウリングと
多趣味でアクティブな増田さん。ますますのご活躍
を期待します。

平成28年度　市町別友愛募金配分状況

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

9,334
4,876
3,460
3,459
1,807
3,853
3,368
6,880
4,929
1,839

544
1,824
3,601
1,943
2,488
1,352
3,077

58,634

981,776
775,766
537,064
657,264
351,910
708,300
508,760

1,264,147
903,150
345,800
118,444
351,761
656,100
326,200
383,010
248,910
603,251

9,721,613

392,710
310,307
214,826
262,906
140,764
283,320
203,504
505,658
361,260
138,320

47,400
140,704
262,440
130,480
153,204

99,564
241,300

3,888,667

490,888
387,883
268,532
328,632
175,955
354,150
254,380
632,074
451,575
172,900

59,194
175,881
328,050
163,100
191,505
124,455
301,626

4,860,780

98,178
77,576
53,706
65,726
35,191
70,830
50,876

126,415
90,315
34,580
11,850
35,176
65,610
32,620
38,301
24,891
60,325

972,166

会員数

（人）

総　額

100％（円）

県老連納入額

40％（円）

市町活動費
（還元金）
50％（円）

ふれあい活動資金
（還元金）
10％（円）

福 井 市
敦 賀 市
小 浜 市
大 野 市
勝 山 市
鯖 江 市
あわら市
越 前 市
坂 井 市
永平寺町
池 田 町
南越前町
越 前 町
美 浜 町
高 浜 町
おおい町
若 狭 町

市町名

計

御見舞品
在宅療養高齢者・

介護者の御見舞品ペアセット

在宅療養高齢者

介　　護　　者
タオル 2 枚・ひざ掛け・ガーゼハンカチ 1 枚

ウエットティッシュ（詰替え用付）・入浴剤

御見舞品を受け取られた
ご家族からは、皆様の活動が心の
支えになっていると御礼の電話や

手紙が届いています。

【第 2次】　　南越前町　１７，８９５円　　　美浜町　４，７８４円
<第1次>５，２８０，７４６円+<第 2次 >２２，６７９円＝＜合計＞５，３０３，４２５円

※第 1次分については、福井県老連　第 149 号（平成 28 年 9 月号）に市町毎の明細を掲載しています。

元気一番
！
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福井県老連 第150号
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福井県老連 第150号
平成29年1月

各
地
の
活
動
か
ら

永
平
寺
町
健
康
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
認
知
症
予
防
、健
康
長
寿
の
た
め
に
、「
書
く
こ
と
」（
脳

の
活
動
の
衰
え
を
防
ぎ
、
活
性
化
さ
せ
る
）
に
目
を
つ
け
、

皆
が
継
続
し
て
気
軽
に
実
践
で
き
る
取
り
組
み
と
し
て

「
健
康
長
寿
日
記
」
を

作
成
し
、
平
成
28
年
１

月
１
日
よ
り
「
健
康
長

寿
日
記
つ
け
運
動
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
日
記
は
３
段
書

き
で
３
年
間
記
入
で
き

る
も
の
で
、
上
段
を
見

る
と
前
年
や
前
々
年
の

同
月
日
に
書
い
た
内
容

が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
狭

す
ぎ
ず
、
大
き
す
ぎ
ず
、
高
齢
者
が
書
き
や
す
い
よ
う
に

ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
考
慮
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　
総
会
時
に
、「
日
記
つ
け
運
動
」
の
実
践
発
表
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、「
記
憶
力
減
退
防
止
に
な
っ
て
い
る
」「
書
く

こ
と
が
毎
日
楽
し
く
、
頭
の
中
が
整
理
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
等
好
評
で
、
今
後
は
、
毎
日
欠
か
さ
ず
に
日
記

を
つ
け
た
人
の
表
彰
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
、
新
た
に
平
成
29
年
版
を
作
成
し
ま
し
た
。
多

く
の
方
に
日
記
を
書
く
こ
と
、
ま
た
過
去
に
書
い
た
日
記

を
読
み
返
す
こ
と
を
推
奨
し
、
会
員
の
み
な
ら
ず
地
域
全

体
の
健
康
長
寿
推
進
、
認
知
症
予
防
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

敦
賀
市
東
郷
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
「
高
齢
者
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
」
４
名
に
よ
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
集
ま
っ
た
会
員
を
対
象
に

交
通
安
全
の
「
一
口
ア
ド
バ
イ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
現
在
ま
で
10
年
間
続
け
て
い
ま
す
。
話
す
時

間
は
毎
回
15
分
程
で
す
が
、
最
近
は
、
交
通
事
故
防
止
に

加
え
、
被
害
が
拡
大
し

て
い
る
高
齢
消
費
者
被

害
に
関
す
る
内
容
も
取

り
入
れ
、
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
で
き
な
い

方
々
に
は
、
家
庭
訪
問

を
し
て
個
々
に
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
の
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
も
出

向
き
、
会
員
の
み
な
ら

ず
地
域
の
高
齢
者
へ
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
平
成
20
年
よ
り
地
区
の
高
齢

者
の
交
通
死
亡
事
故
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の

方
々
も
一
口
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
よ
り
一
層
耳
を
傾
け
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。美

浜
町
久
々
子
老
人
ク
ラ
ブ

　
地
域
の
夏
祭
り「
弁
天
祭
」に
、に
わ
か
に
集
う
人
達
で
、

に
わ
か
に
準
備
を
し
て
出
演
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、「
に
わ
か
一
座
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
活
動
を
始

め
て
５
年
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
メ
ン
バ
ー
は
15
名
程
で
、

町
老
連
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
町
内
の
敬
老

会
、
施
設
訪
問
な
ど
で

演
じ
て
い
ま
す
。

　
衣
装
は
手
づ
く
り
で

す
。
古
布
を
リ
メ
イ
ク

し
て
、
演
目
に
合
う
衣

装
を
皆
で
考
え
、
衣
装

合
わ
せ
を
し
な
が
ら
作

り
ま
す
。
宝
塚
ソ
ン
グ

や
Ａ
Ｋ
Ｂ
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
楽
し
い
演

目
を
創
造
し
な
が
ら
、
歌
や
踊
り
、
お
し
ゃ
べ
り
に
熱
中

す
る
日
々
で
す
。

　「
健
康
で
明
る
く
仲
良
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自
分
達

　越前町宮崎地区老連の女性部有志でつくる「ヨサコイ宮崎ク
ラブ」の代表を務められています。「ヨサコイ宮崎」は地区の伝
統ある「宮崎音頭」をアレンジし、「よさこい」の踊りを取り入
れたものです。手に「鳴子（なるこ）」を持ち、ややテンポの速
い軽快な曲に合わせて踊るもので、音に合わせて踊るため、緊
張感もあり、脳や筋力を鍛え体力づくりに役立つそうです。
　「人生80歳過ぎてからが華」と話す向当さんは50年間医者知
らずとのこと。練習は月１回、平均年齢77歳の現メンバー13名
と楽しく元気に踊っており、施設訪問や町・地域のイベントで
披露することも。「若い時からの健康づくりが大事。自分たちが
元気に踊る姿を見て皆が頑張ろうと思ってくれたら」と話され
ていました。

も
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
中
に
「
笑
顔
」
の
輪
を
広
げ
ら

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
員
増
強
運
動
の
一
環
と
し
て
、
年
３
回
、
春
、
夏
、

秋
に
「
大
人
の
遠
足
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
春
は
「
桜

を
観
る
会
」、夏
は
「
山

登
り
」、
そ
し
て
秋
は

「
紅
葉
狩
り
」
で
す
。

　「
桜
を
観
る
会
」
は

高
年
層
、「
山
登
り
」

は
若
手
層
、「
紅
葉
狩

り
」
は
中
高
年
層
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
企
画
し

ま
し
た
が
、「
山
登
り
」

で
も
、
登
頂
コ
ー
ス
と

麓
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
す
る
な
ど
、
ど
の
年
齢
層
で
も
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
、市
老
連
の
サ
ー

ク
ル
活
動
の
発
表
で
交
流
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
80
名
程
度
で
す
が
、
バ
ス
が
家
の

す
ぐ
近
く
ま
で
送
迎
し
て
く
れ
る
の
で
、
参
加
し
や
す
く
、

楽
し
い
と
好
評
で
す
。
会
員
外
の
方
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、

時
に
は
他
市
町
か
ら
「
参
加
し
た
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ

ま
す
。

お
お
い
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
社
協
が
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
る
「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
の
調
理
と
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
、
福
祉
推
進
員
、
民
生
児
童
委
員
、
婦
人
福
祉
協
議

会
等
他
団
体
と
協
働
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
を
兼
ね
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
15
年
程
前
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
社
協
に
積
極
的
に
参

加
を
申
し
出
て
始
ま
っ
た
活
動
で
す
が
、
現
在
、
約
20
名

の
会
員
が
、
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
年
に
５
回
、
配

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は
毎
月
４
回
程
参
加
を
し
て
い

ま
す
。
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
男
性
会
員
も
お
り
、
冬

場
の
雪
か
き
等
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
中
に
は
、
毎
回
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
心

待
ち
に
し
、
お
弁
当
だ
け
で
な
く
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
会
話
を
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
る
方
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
理
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
際
に
は
、

反
省
会
を
兼
ね
て
情

報
交
換
や
お
し
ゃ
べ

り
の
場
を
設
け
て
お

り
、
会
員
同
士
の
楽

し
い
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

「
久
々
子
に
わ
か
一
座
」

　
　
〜
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
〜

「
健
康
長
寿
日
記
」
で
認
知
症
予
防

大
人
の
遠
足

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
通
じ
た
見
守
り
活
動

「ヨサコイ宮崎」で健康づくり

越前町宮崎地区老連
向当みつ子さん（89歳）

輝きシニア

「
一
口
ア
ド
バ
イ
ス
」
で

　
　
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
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各
地
の
活
動
か
ら

永
平
寺
町
健
康
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
認
知
症
予
防
、健
康
長
寿
の
た
め
に
、「
書
く
こ
と
」（
脳

の
活
動
の
衰
え
を
防
ぎ
、
活
性
化
さ
せ
る
）
に
目
を
つ
け
、

皆
が
継
続
し
て
気
軽
に
実
践
で
き
る
取
り
組
み
と
し
て

「
健
康
長
寿
日
記
」
を

作
成
し
、
平
成
28
年
１

月
１
日
よ
り
「
健
康
長

寿
日
記
つ
け
運
動
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
日
記
は
３
段
書

き
で
３
年
間
記
入
で
き

る
も
の
で
、
上
段
を
見

る
と
前
年
や
前
々
年
の

同
月
日
に
書
い
た
内
容

が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
狭

す
ぎ
ず
、
大
き
す
ぎ
ず
、
高
齢
者
が
書
き
や
す
い
よ
う
に

ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
考
慮
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　
総
会
時
に
、「
日
記
つ
け
運
動
」
の
実
践
発
表
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、「
記
憶
力
減
退
防
止
に
な
っ
て
い
る
」「
書
く

こ
と
が
毎
日
楽
し
く
、
頭
の
中
が
整
理
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
等
好
評
で
、
今
後
は
、
毎
日
欠
か
さ
ず
に
日
記

を
つ
け
た
人
の
表
彰
な
ど
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計
画
し
て
い
ま
す
。

　
昨
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に
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。
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の
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と
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ま
た
過
去
に
書
い
た
日
記
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読
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と
を
推
奨
し
、
会
員
の
み
な
ら
ず
地
域
全

体
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健
康
長
寿
推
進
、
認
知
症
予
防
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

敦
賀
市
東
郷
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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通
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故
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防
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、
老
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ク
ラ

ブ
会
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「
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齢
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交
通
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ー
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ー
」
４
名
に
よ
り
、

老
人
ク
ラ
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イ
ベ
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ま
っ
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会
員
を
対
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に
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通
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「
一
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ア
ド
バ
イ
ス
」
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し
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。

こ
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齢
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。
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指
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。
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サ
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に
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出
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齢
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の
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に
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ま
す
。
こ
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し

た
活
動
の
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あ
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て
か
、
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よ
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地
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者
の
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亡
事
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と
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お
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、
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バ
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に
、
よ
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層
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て
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れ
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よ
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に
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し
た
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浜
町
久
々
子
老
人
ク
ラ
ブ
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夏
祭
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弁
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祭
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、に
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に
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う
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達
で
、

に
わ
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に
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演
し
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と
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と
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座
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を
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た
。
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５
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す
が
、
現
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バ
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は
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、
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連
の
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ト
ラ
ク

シ
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ン
や
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内
の
敬
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会
、
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ど
で

演
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ま
す
。

　
衣
装
は
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で

す
。
古
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を
リ
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し
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、
演
目
に
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う
衣
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を
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で
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え
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装
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を
し
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が
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す
。
宝
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グ

や
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な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
楽
し
い
演

目
を
創
造
し
な
が
ら
、
歌
や
踊
り
、
お
し
ゃ
べ
り
に
熱
中

す
る
日
々
で
す
。

　「
健
康
で
明
る
く
仲
良
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自
分
達

　越前町宮崎地区老連の女性部有志でつくる「ヨサコイ宮崎ク
ラブ」の代表を務められています。「ヨサコイ宮崎」は地区の伝
統ある「宮崎音頭」をアレンジし、「よさこい」の踊りを取り入
れたものです。手に「鳴子（なるこ）」を持ち、ややテンポの速
い軽快な曲に合わせて踊るもので、音に合わせて踊るため、緊
張感もあり、脳や筋力を鍛え体力づくりに役立つそうです。
　「人生80歳過ぎてからが華」と話す向当さんは50年間医者知
らずとのこと。練習は月１回、平均年齢77歳の現メンバー13名
と楽しく元気に踊っており、施設訪問や町・地域のイベントで
披露することも。「若い時からの健康づくりが大事。自分たちが
元気に踊る姿を見て皆が頑張ろうと思ってくれたら」と話され
ていました。

も
楽
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み
な
が
ら
地
域
の
中
に
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笑
顔
」
の
輪
を
広
げ
ら
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た
ら
と
思
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て
い
ま
す
。

越
前
市
い
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シ
ニ
ア
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ラ
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連
合
会

　
会
員
増
強
運
動
の
一
環
と
し
て
、
年
３
回
、
春
、
夏
、

秋
に
「
大
人
の
遠
足
」
を
実
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し
て
い
ま
す
。
春
は
「
桜

を
観
る
会
」、夏
は
「
山

登
り
」、
そ
し
て
秋
は

「
紅
葉
狩
り
」
で
す
。

　「
桜
を
観
る
会
」
は

高
年
層
、「
山
登
り
」

は
若
手
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紅
葉
狩

り
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は
中
高
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層
と
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れ
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れ
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年
齢
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を

タ
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ゲ
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ト
に
企
画
し
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し
た
が
、「
山
登
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」

で
も
、
登
頂
コ
ー
ス
と

麓
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
す
る
な
ど
、
ど
の
年
齢
層
で
も
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
な
っ
て
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ま
す
。
会
場
で
は
、市
老
連
の
サ
ー

ク
ル
活
動
の
発
表
で
交
流
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
80
名
程
度
で
す
が
、
バ
ス
が
家
の

す
ぐ
近
く
ま
で
送
迎
し
て
く
れ
る
の
で
、
参
加
し
や
す
く
、

楽
し
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と
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評
で
す
。
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外
の
方
の
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加
は
も
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ろ
ん
、

時
に
は
他
市
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し
た
い
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と
の
声
も
聞
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れ
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す
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連
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会
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事
業
の
一
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と
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行
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て
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る
「
給
食
サ
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の
調
理
と
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ラ
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ィ
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推
進
員
、
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児
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、
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人
福
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協
議

会
等
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団
体
と
協
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、
ひ
と
り
暮
ら
し
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齢
者
の
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守
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を
兼
ね
実
施
し
て
い
ま
す
。
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が
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に
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回
、
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テ
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月
４
回
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参
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を
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性
会
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り
、
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の
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等
ち
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と
し
た
困
り
ご
と
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
中
に
は
、
毎
回
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
心

待
ち
に
し
、
お
弁
当
だ
け
で
な
く
配
食
ボ
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テ
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と

の
会
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を
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
る
方
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
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ラ
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ア
の
際
に
は
、

反
省
会
を
兼
ね
て
情

報
交
換
や
お
し
ゃ
べ

り
の
場
を
設
け
て
お

り
、
会
員
同
士
の
楽

し
い
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

「
久
々
子
に
わ
か
一
座
」

　
　
〜
笑
顔
の
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づ
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〜
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健
康
長
寿
日
記
」
で
認
知
症
予
防
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の
遠
足
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「憩いの家」を立ち上げました「憩いの家」を立ち上げました

～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～

　認知症や介護が必要な状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続けるための「地域の支え合いの体制
づくり」が始まっています。それは地域の団体やボランティア、住民も参加して高齢者を「地域全体で支
えていく」取り組みです。
　私たち老人クラブは、これまでも健康づくりや介護予防活動、高齢者を対象に声かけ、話し相手、サロ
ンといった友愛活動に取り組んできました。これらの活動経験を活かし、地域支え合いの担い手として参
画することが求められています。
　今こそ 老人クラブの出番です！地域の関係機関や団体と連携し、活動を進めていきましょう。

悪質業者の“あの手・この手”に乗らないで！！

福井県消費生活センター
福井県嶺南消費生活センター
消費者ホットライン

☎（０７７６）２２－１１０２
☎（０７７０）５２－７８３０
☎　１８８（イヤヤ）　

お近くの消費者相談窓口につながります。

　地区の観音堂内に、「自由で楽しい時間を過ごせる地域の集会
所」として昨年10月に立ち上げました。
　運営は毎月１回。ワナゲやカラオケ、童謡の合唱、ハーモニカ演奏、
手芸・絵画等の展示、おしゃべり会など、楽しい企画を計画中です。
　地域の皆さん、特に足腰の弱っている方には、外出の機会として
積極的に利用していただくよう呼びかけたいと思っています。

福井市　旭幸寿会

架空請求が再び増加の気配！　さらに二次被害も！？

　平成２７年度、消費生活センターに寄せられた相談件数３，３３８件の内、約４０％が６０歳以上の方からの
ご相談でした。皆で声をかけ合い、知識を増やし、「被害に合わない・合わせない地域」を作りましょう。

【相談事例１】
スマートフォンに見知らぬ業者から「有料サイトの
利用料が未納となっています。連絡がない場合は、
法的措置を取らせていただきます。」とメールがあっ
た。業者に電話したら強い口調で脅され、70 万
円を支払った。後日業者から再び電話があり、「他
にも登録している。あと 100 万円支払えばこれで
最後。」と請求を受けた。

平成２２年度に激減した架空請求が再び増加傾向にあります。
高齢者の方もスマートフォンなどを利用するようになり、心当たりのない料金請求がメールで届くというト
ラブルが多く発生しています。
さらに、「トラブルを解決してあげます」というサイトに連絡してしまい、さらに料金を請求されるといっ
た二次被害も出てきていますのでご注意ください。

●心当たりのない不審なメールは無視しましょう。送付者が明らかなもの以外は開封しない・相手に連絡を取
　らないことが大切です。
●まったく身に覚えのない請求にお金を支払う必要はありません。相手の脅しにひるまず無視してください。
　いったんお金を支払ってしまうと、取り戻すことは困難です。
●インターネット広告の「被害回復します」「無料相談受付します」につられて相談すると高額な費用を請求さ
　れることがあります。あわてないで、県や市町の消費生活センターに相談してください。

【相談事例２】
スマートフォンでアダルトサイトを見ていたら、突然
「登録完了。99,800円お支払いください。」と表示
が出た。「誤操作の方は連絡ください。」という連絡
先に電話したら、「登録が完了しているので、支払
わないと退会できない。」と言われた。
慌ててインターネットで「トラブル解決窓口」を検索
して見つけた業者に相談したところ、相談料として
5万円を支払うよう言われた。

注目情報

「おかしいな？」
「困ったな！」
　　と思ったら

期待されてます！老人クラブ

HP : http://fukui-rouren.jp題  字／吉川  壽一  書
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